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要 旨

jZ動砺指斗における生徒への熊取委譲が,長年,多数研究されている現状を荘み.BF動帯指gl

における生徒へのqi限置きの実態把握と.権限委譲の発生や拡大の要因を検証した｡括果.前者

については.生徒への推限委汝には一定の浸透があり,また,後者については 権限委Z*の拡大

と生徒の榊神的破れとの鮒連が推察されたOそこで,今後.昔点を r権限委B*の怒資性を鋭く｣

から ｢どうすれば権限委ZIが起きるか｣と転じ.

1 日 的

学習指事弊朝の捷別を引用するまでもなく,

学故における体育教育は体育科 保健体育科

の援兵.運軌会や体育奈といった体育的行事.

鮎康診断や保糠摘叫.運動部活動などからな

る｡この中で,連動布活動は正珠外活動であ

り,かつFIFfl卒加であるものの,参加してい
る生徒にとっては体育科 ･保触体育科の授巣

材ul数をはるかに凌ぐ活動時間を過ごすこと

になる｡また,休せ科 ･保鍵体育科の援薬で

紘,取り扱うことのできないスポーツ篠目や

内容,取り分け,搬技性の揃いスポーツ活動

を蕪しむことができる,他方,正課外活動で

あることから活動日的や活動内容は定められ

ておらで.かつ.放技的なスポーツ活軌によ

ることの#醤t>あり,多くの問題が指林され

ている (神谷.2016.未払.2016)｡

それゆえ.運動触椿事の方法は体育科 ･保

牡体育科のそれと同じように.さまざまな視

点から研究がlLされている｡矧 こ,運動部活

動は学鼓や学年を虐えて営まれる輔 活動で

あることから.その運営方法に着Elする研究

それを床めていく必要を示唆した｡

が多い.その歴史は1950年代に遡り.当時

から,柑 運営や姐練柵進が稚貝の負性や活

動意欲や姐ik成果などに及ぼす形事が数多く

検討されてきた (竹村ら,1972)｡

特に.平成20年版の中学校学習格斗要衝

で r運動部活動は乍枚教育の一丸 と明記さ

れて以降は.生徒の仰せへの効用の検討が増

えている｡例えば.中浦ら (2008)は.連

動部活動がA-たすことができるだろう多様な

教育効兆を鮭潮 している｡ 深見 .岡滞
(2016)紘,運動部運営に如月を歩画させる

ことで活動に対する浦足度を高めることを明

らかにしている｡また,竹木 (1997)や土

方 赤坂 (2018)は.組練成Llとしての適

応感を高めひいては燕軌 こ対する主体性を培

う組強運営を明らかにしている.あるいは,

川l) (2018)や下竹 (2015)は部活動が生

徒椿 事▲つまり戊範意書の育成に果たす役割

を明らかにしている.もちろん.行政も r生

徒主体の運動触指gtjの尤変性を健示し,千

れを推進している (文缶省,1999).

このように運動称活動の教書効果や運動知
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招動の指事蔭の■ieは枚挙であり,かつ,い

ずれも運執れ沌動の意思決定や問題解決坊面

において生徒の主体性を♯東すること,すな

わち生徒-fk限手放をすることの重要性を説

いている.平省も過去にこれらと同港意の報

告をしており (佐JF.1999),この主我内容

に弗tiはない.しかし,一連の研究動向に対

する牲FElがある,まず.これ程に r生徒への

権限垂ZBが大切｣とする主張が凍み上げられ

る傭鼓に.それがなされていないという実態

があるのだろうか.仮に.そのような否定的

実態があるのならば.r生徒への権限萎汝が

大切Jという主索をよねていく必要はあるだ

ろう.しかし,そのような実鼓がないのなら

ば,すなわち生徒への稚F#委譲が指事現軌 こ

謹責しているならば,稚搬季熊を起こす要田

やfi僻事書を広げる要因の検討といった方向

にai点をCじていくべきである｡

そこで本研究では.運輸部活動の教育t事態

の強化を目指し,以下の二点を検証すること

をロ的とした｡妨一に.運動部指軌 こおける

生徒へのfi駿委祖の1(態を把握した｡第二に.

運動和摘gFにおける摘軋音から生徒への権限

垂群が起きる葬凶を検証した｡

2 方 法

1)7ンケートtq壬について

(》質問顎日

本研究が使用したアンケー ト訓盃は複数の

研究El的を含んで柵成したため,本研究で使

用しない羽生功uも含まれている｡アンケー

ト81兼の中で.本Sf兜が使用した羽査項目お

よび.湘k'方法は以下の通りである｡

018人見性

q兼升敦者の特帯把握および r権限委鼓を

起こす要田Jの一面として,r性別Jr年齢j

r担当教 科Jについてyl間した｡r年齢｣は

r29歳以I1-｣r30-39恥 r40-49歳Jr50-59歳J

r60歳以上｣のZr択肢から.r担当教科｣は

r保特休書科Jr保牡体育科以外)の選択肢か

ら.回春を求めた.なお.年l削こついては

r29歳以下Jと r60歳以上｣のサンプルが少

なかったことから,r39故以下｣r40･49歳 j

r50歳以上)のカテゴリーに再変換した｡

○権限香ZAの光点

本件は.意思決定およびrq朋AF決の権限所

在について井関した.まず,r意思決定Jに

ついては rEl襟の校定Jr胡瓜IJの制定Jr主将

の任命｣.r阿H* 決)については rJE技活動

に関する不協和のAC決Jr人mlEKl係に関する

不協和のAF決｣の各t点を改定した.いずれ

も組i暮運営の中林的8項である｡そして,

T3F任時｣と r現在Jの各々の権限の所在を,

rJIiFEl｣rJF間と生徒Jrや棟的な生徒Jr生徒

全的 のj>択肢から回答を求め.さらに.こ

の回答を基に,r書任時｣と r現在Jの変化

から rNi取手ZAの失態Jの変数に再変換した

(拝JFは後述する).

0権限香Zkを起こす#l片野Ea

扱鞍運営におけるリーダ-のdi限番所につ

いて,/､-シ-とブランチャー ドの r扱溝の

リーダーは成員や♯L枠が成熟する塩に成月に

di隈を垂耕していくべきJという主張がある

(野中.1985).本研兜では.この見解に基

づき,r権限萎旗を起こす組頼更 軌 として

以下の称嘆を懲起した｡

･組練規模

静任時から現在にかけての r琳Ll数の増 減 ｣

と r担ul櫛IuJ散の増減J｡各々,着任時と

現在の爽数を矧ulL.EJ答を兆に ｢減少J

r増加Jr変化なし｣に分類した.
1組細身境の好転

r部活勤に対する保謙頚の支横の70)まり｣

｢部信助に対する乍校の期待のiR)まりJr放
技に対する心柵えに指事が必穿fL林見の減

少Jr生徒楢叫が必繋な触且の強少Jの四
点.各々について.そのような好6三の rあ

るJrない｣を平間した.

②■査対魚

運動軒指事の方位は学校種やスポ-ツ種E7
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によって弗なる布分もある｡そこで本研究で

は高等学校の抜上耗技部の指辞に限定した｡

ところで.遵tb缶活動はスポーツの鞍技性を

粂しむ推全であることから,その担保を考点

する必夢がある.そこで.本研究では全国高

等学校ランキングを利用し,搬 的に入港着

をy;出し抜けている弗等学校.すなわち,高

い光枝成*をJ&持している運動部を*査対象

とした.後述するように,q査は2006年に

実JkLたことから.2002年と2005年のそれ

に盛づき.ともに入】■者を♯出した学校を対

生とした.

⑳■丑時期および方法

7蓋は♯送により,20u年12月に実生し

た.1247林の配布故に対し595部の回答を得

た (回収中477%).なお.今回の分析はれ

土葬JGから時冊を姓ているが,r生徒の主体

性や自主性を重んじる運動知運営Jの在り方

が検討される気運はこの間に一層高まってい

ら.また.このrqに学校教育活升目こおける運

動部広軌の位世づけに大きな変化はILいこと

から.この時rLrl姓過は問題ないと考える｡

2)分析の方法

本研兜の主葬な分析視座は r権限委譲の実

態Jと r機関香悦を起こす変乱 である.各々

について,以下のように分析を行った｡

(D権限番所の父鳩

前記 r廿任鴫および現在の意懸決起および

Fu)樹解決の所在｣の結果を基に検FiEした｡す

なわも.着任時と攻在の権限の所在を問うた

r補間｣r甲mlと生徒｣｢中横的な生徒Jr生徒
全休｣のLgl谷から,辞任時から現在にかけて

の変化を,r香水をやめたJr瀬間が保持J

r垂称する生徒を狭めるJr委譲をはじめるJ

lrt7]線度の垂群を搬 するJr香ZAする生徒を

広げるJと分類し,各々の頼座を判定した｡

例えば.jr任時が rヰl悶)で現在が r中旗的

な生徒｣であれば r香ZAをはじめる｣であり.

jf任ISが r生徒会帆 で現在が r中接的な生

徒JICあれば r手放する生徒を狭めるjとな

る｡

②権限香水を起こす変EF

上監 r(DJの搬鼎を基に.r格段奉読をは
じめた野田｣と rl萌僻事鋲を拡大した要因J

とを検証した.まず.前者については.r(》J
での rJ*間が保持Jと r香ZAをはじめるJを

抽出し.rl司人Jt性Jr棚 牢固 (r凪牡規 模 J

と rj阻ik虎姫の好転]))の関連を検証した.

一方.後者については.r①Jでの r委放す

る生徒を広げるJと r香ZBする生徒を狭めるJ

を抽出し.同じく.r中人Jt性JrW 要軌
の関連を検証した.なお.各変数とも耳的変

数であることから独立性検定 (クElス集計と

カイ二兼検定)を突推した.

3 轄 果

l)8L限委qlの実態

表 lrL rr着任時JIおよび r攻在Jの権
限の所在｣の全体併向である.r日原の投定J
r規則の制淀JT主将の任命Jr放技活動に関
する不協和のAF決jr人rq関係に関する不協
和のAF決｣の全ての項ロについて,権限の所

在を r瀬間｣とする糾合,すなわち r権限香

汝をしていない琳問｣の割合は肴任時から現

在にかけて減少していた｡
一方.表2は,各補間のrr常任時Jから
r現在Jにかけての欄限所在の変化Jである｡

r春暁をはじめる｣r同船鯉の垂横を継絞｣

r委桝する生徒を広げる｣を合わせた r垂簡

推過｣の割合は.r主将の任命Jr戊妓括軌 こ
関する不協和の解決｣｢人Fu関係に関する不

協和の解決Jの三項目では80%を超えてい

た.他方.r日傍の牧起Jは664%.r規則の

籾 定｣は522%であった｡

絶すると.権限香ZAの進軌ま本項によって

異なり.r日用の汝 定Jや (規則の投定｣と

いった丸井運食のJZ安事項については婁Ziが

浸透していないが.r主将の任命Jや r同座

解決)についてはかなり浸透していた.これ

らの点果から.r全面的に権限香水が浸遷し
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でいる)という併向こそ艶められないが,坐

徒への格限香桝には一定皮の浸透があると考

えられる｡したがって.射たしたように.坐

徒-のfi駁季ZAをはじめる要因や権限委譲を

広げる夢Eaの検肘といった方向にB点を軽三じ

ていくべきであると主我できる｡

2)斗限委鞍を起こす暮EEl

前とのように本BF究でIL r権限香ZBを起

こす重 岡Jについて,rdE限垂韻をはじめた
事凶｣と r稚取手Z#を拡大した軍 靴 の二点
から横附した.

①diF8番Jiをはじめた声Ea

裁3から衷5ri意思決定.表6とま7は間原

毛 1r暮任書)と r現在｣Q)托娘jfZE

解決のdi限垂桝について.r稚僻事淡をしな
いことを推挽している (r瀬ru)が保持｣と衷

忠)Jと r権限奉加をすることをはじめた

(r香ZIをはじめるJと来た)Jの回答廿を抽

出し.rGE限呑軌 と r81人属性Jr粗拝規模｣
r且**攻の好転)とのELg連を検証した括黒

である｡すなわち.rNi隈事故をはじめた要

田Jを推鼓しようとしたものである.

衷3は,r日原の投定｣に関する括黒であ
る｡権限委譲のEM始とEH連があった項目は三

項EIであった.r年PJでは若いJf間の方が,

r無宿軌 こ対する保3&-の支iiの高まりJと

(す技に対する心粁えに措叫が必要な林見の

強 少Jについては好転している神岡の方が
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r垂水をはじめる)とする割合が多かった｡

表4は.r康RIJの制定｣に関する括束である.

NE畔 熊の開始とBB連があった項Elrir年tさJ

の-項目のみで.若い平間の方が r萎政をは

じめるJとする割合が多かった.乗5は,

r主将の任命｣に関する姑典である｡格FR垂

水のm始とBF連があった項E=士,r規則の制

定Jと同じく r年齢｣の-項目のみであった

那.こちらは高齢のjWulのカが r手旗をはじ

める｣とする割合が多かった｡

衷6は,r枚技病臥 こ関する不協和の解決｣

に関する結果である｡1削ti垂枕の洲始と関越

があった項目は三項L]であった｡r組接環境

の好伝｣に関する r杯洗軌 こ対する保謙者の

支援の高まり｣T無痛動に対する学校の期待

のiRlまり｣r難技に対する心Htえに椅半が必

準なれ貝の汝少Jの三項目で,いずれも好転

している諦間の方が r垂かをはじめる｣とす

る書I合が多かった.兼7は,r人間附係に関

鼓 3 rElifの設定Jの托限垂A帆始
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する不払和のAf決｣に踊する結果である.権

限季Zkの洲始と関連があった項目は,r扱書

爽攻の好GiJに関する r生徒指aLが必要な如

月の挨少)の一項Elで,好6;しているJt間の

方が r垂餅をはじめるJとする!l合が多かっ

た.

以上のように,権限垂横のEM始とEu連があ

るとキえられた項目は散見された.しかし,

それらに何らかの共通性を兄いだすことはで

きず,r権限垂横をはじめた要因Jに原則を

推頼することはできなかった｡

②捕限葬桝を拡大した要因

襲8から表10は意思決定,衷11と表12は間

将AF決の格限委譲について.rNi搬垂加をす

る生徒の範囲を狭めた (r狭める｣と薮記))

か r権限を香旗する生徒の範囲を広げた

(r広げるJと衷た)｣を抽札 rfi阻手札 と

rl司人JL性JrJaJt規模JrAJtBt境の好転J

♯4 r捷Plの判 定｣の4取手Z&M始
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表 5 r主将の任命Jの4取手は的始

兼 7 r人間的俵にBElする不協和の解決J

の書IF&妻Ⅰ暮BF)始
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表 6 rlI技活nに的する不tB和の解決｣

の*限委uE隈始

IJL■t■ 州印印 ● ～ 二Jtl
rL M lI ■4

こ : : ": こ:;- .

L▲ JLL Tf+1I
22 27J }7 7u 155NS

IO■EL上 20 345 3+ "

:; : ::or" &

■●

25 269 4J 131401H､S

d.● ll )り rl ●■一
14 333 32 011001hLS

22 21一 ;; 三= "30･･･
■二■●▲■●●■■lヽ▲■}

23 22-3 10 〃7I}45+44

=■▼… AJ=IJIJLo■中■■OJLタ
: ここ : こ : .- I

2u t5 714252NJSl●■
■■■■ u

の関連を検証した結果である.すなわち.

r様似垂鞭を拡大した要田Jを考解したもの

である.
敦8は.rL]頓の設定｣に関する結果であ

る｡相似重視の拡大と関連があった項Elは二

項Uであった｡r部員数の増減｣では柵flが

畑J]llした柵の補間の方が,r生徒格井が必要

な部且の減少｣では好転している確Fuの方が

r広げた｣とする割合が多かった.破9は,

r規則の制定｣に関する♯果である｡托限垂

Zkの拡大と関連があった項Elは三項Elであっ

た.r性別Jでは男性の平間の方が,r紬 見
境の好GiJに関する r草技に対する心柵えに

指事が必要な林見の強少｣と r生綻柑gFが必

重な市Jlの強少｣では好転しているq間の方

が r広げる)とする事l合が多かった.衣10

は.r主将の任命Jに関する法具である.権
限垂加の拡大と附連があった項【=ま四項Elで
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表8 r自廿の改定Jの権限垂蛾の拡大 表9 r規則の制定JのdEFB幸杜の拡大■′〉■さけ4
~ ~ ~~▲イ=-
1lt Ill AL 4tA

★▼●くト■▲r=Ltd■IlなJIJd)JA●

あった｡r部Ll故の増媒Jでは部員が増加し

た柵の輔nnの方が.r粗拝辞姥の好転Jに関
する r拝β括軌 こ対する保護者の支援の高まり｣

r競技に対する心frえに槽林が必要な部員の

減少｣r生徒仲井が必要な部員の減少｣の三
項目で好転している頼F1.,1の方が r広げる｣と

する'PJ合が多かった｡

襲11は,r枚技活軌 こ関する不協和の解決｣

に朋する結果である.権限委群の拡大と関連

があった項ロは三頃日であった.｢担当教科｣

では保帖体育科以外を担当する禰間の方が.

粗*Et境の好 転Jに関する r溌技に対する心

柵えに指叫が必要な称且の汝少｣と r生徒指

gLが必葬な林Jiのは少｣では好転しているjit

間の方が r広げるJとする割合が多かった｡

衷12は,r人榊関係に関する不協和の解決J
に関する括兵である.di限委JAの拡大と関連

があった項E=ま.r払兼務姥の好転)に関す

ll...___｣ LE..⊥巴｣.王≡｣.三三･.ll.･...

JH
■H■■

■ナ

Lt41I

i㌫ i揃 iiV･･･････

I-J ▼■●●●■■･○■■I

…▼●○■11=■■メ…◆J～
IAl■●■Lr+Atl■●
Llニ

る r生徒指事が必弊な琳Llの減少Jの-項目

で,好転している瀬間の方が r広げる｣とす

る割合が多かった｡

これらの結果から.格隣香旅の拡大と関連

があった項目群は ｢仙椎虎姫の好転｣であり.

特に,r競技に対する心捕えに摘草が必要な

部且の減少Jと ｢生徒用叫が必襲なれ貝の滅

少｣との関連が新宅であった｡いずれも,そ

のような生徒が減ることがと様似委辞の拡大

に関係があると推頼される｡しかし.今回の

替考からは二要用mJに因果経をSlすることは

できず,それは今後の放題とする｡

4 轄 幹

中学校やホ等学校の運動部活軌 こついては.

W 活動である特称を生かした教育t8能が数

多く研究され 特に.生徒-のdi限委耕lこよ

り如活動やスポーツに対する情意を形成する
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表10 r主将の任命｣の権限幸雄の拡大

rt tlIT■■t

Al■hQd

叫 ▼◆▼■仰

■Ll▼…LI_■■■●IJ.■JleI+

表12 r人rq関係に関する不ta和の解決J
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表llr拙技活軸にBqする不協和の解決｣
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方法が1950年代から摘み上げられている｡

他方,一連の研究肋r句1こ対しては,r権限垂
かの盈変性を挽く背泉に,それがなされてい

ない現状があるのだろうかJ,あるいは rr権
限季秋の韮野性を鋭くJという搬点からrど

うすれば榊斗省から生徒への権限番所が堪き

るかJIといった方IF',)に観点を発展させる必牢

がある｣という簸川】t)ある｡

そこで本研兜では,布等■芦校の陸上競技部

を荷主#する教且に対するアンケートDl査によ

り,運動和椿事における生徒への権限香領の

爽態把握をするとともに.運動部指斗におい

て指事者から生徒への権限車扱が起きる要田

を検証し.以下の知見を締た.

a di限垂桝の実態は事項によって鼻ILり,

T間RE頼 決Jについてはかなり浸透して

いるが,r意思決定Jについては最速し

ていない事項もあった.しかし.捻する
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と.生徒-の権限事跡 こは一定度の浸透

があるとヰえられた｡

b 経験手Zkをはじめた襲凶についてはそれ

と推療される事封 土散見されたが,何ら

かのLWrLを兄いだすことはできなかった｡

C 格限香ZAを拡大する夢凶については生徒

の成熟との舶連が推泰された.しかし,

今回のB号からは二安田何日こ国東律をSE

ずることはできで.それは今後の扶麿と

なる.

以上の知見から.前良で主垂したように,

今後は.A一点を り事駁手水の主要性を改く｣

から rどうすれrfdl限垂tkが起きるか)と転

じ,それを汲めていく必要がある.
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